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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成31年1月31日(2019.1.31)

【公開番号】特開2018-188468(P2018-188468A)
【公開日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-149017(P2018-149017)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｈ  19/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/712    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ   19/06     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/712    　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   19/16     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   19/20     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   19/10     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月11日(2018.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＩＩＩ）で表される化合物またはその医薬的に許容される塩：
【化１】
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式中、
　Ｂ１Ｃは、置換されていてもよい複素環式塩基、または保護されたアミノ基を有する置
換されていてもよい複素環式塩基であり；
　Ｒ１ＣおよびＲ２Ｃは独立して、Ｏ－、ＯＨ、置換されていてもよいＣ１～６アルコキ
シ、
【化２】

、置換されていてもよいＮ－結合アミノ酸および置換されていてもよいＮ－結合アミノ酸
エステル誘導体からなる群から選択され；あるいは
　Ｒ１Ｃは、
【化３】

であり、Ｒ２Ｃは、Ｏ－またはＯＨであり；
　Ｒ３Ｃは、置換されていてもよいＣ１～６アルキル、置換されていてもよいＣ２～６ア
ルケニル、置換されていてもよいＣ２～６アルキニル、置換されていてもよいＣ３～６シ
クロアルキル、置換されていてもよい－Ｏ－Ｃ１～６アルキル、置換されていてもよい－
Ｏ－Ｃ３～６アルケニル、置換されていてもよい－Ｏ－Ｃ３～６アルキニルおよびシアノ
からなる群から選択され；
　Ｒ４Ｃは、ＯＨ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ’’Ｃおよび置換されていてもよいＯ－結合アミノ
酸からなる群から選択され；
　Ｒ５Ｃはハロゲンであり；
　Ｒ６Ｃは、水素またはハロゲンであり；
　Ｒ９Ｃ、Ｒ１０Ｃ、Ｒ１２ＣおよびＲ１３Ｃは独立して、水素、置換されていてもよい
Ｃ１～２４アルキルおよび置換されていてもよいアリールからなる群より選択され；
　Ｒ１１ＣおよびＲ１４Ｃは独立して、水素、置換されていてもよいＣ１～２４アルキル
、置換されていてもよいアリール、置換されていてもよい－Ｏ－Ｃ１～２４アルキルおよ
び置換されていてもよい－Ｏ－アリールからなる群より選択され；
　Ｒ１５Ｃは、水素、置換されていてもよいＣ１～２４アルキルおよび置換されていても
よいアリールからなる群より選択され；
　Ｒ１６Ｃ、Ｒ１７ＣおよびＲ１８Ｃは独立して、非存在か水素であり；
　－－－－－－－は、単結合または二重結合であり；
　－－－－－－－が、単結合であるとき、各Ｒ７Ｃおよび各Ｒ８Ｃは独立して、水素また
はハロゲンであり；
　－－－－－－－が、二重結合であるとき、各Ｒ７Ｃは、非存在であり、各Ｒ８Ｃは独立
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して、水素またはハロゲンであり；
　Ｚ１Ｃは、ＯまたはＳであり；
　Ｒ’’Ｃは、置換されていてもよいＣ１～２４－アルキルであり；
　ｎは０または１である。
【請求項２】
　Ｒ１ＣがＯ－またはＯＨである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１Ｃが置換されていてもよいＣ１～６アルコキシである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１Ｃが下記構造式で示される、請求項１に記載の化合物。
【化４】

【請求項５】
　Ｒ１Ｃが下記構造式で示される、請求項１に記載の化合物。
【化５】

【請求項６】
　Ｒ２ＣがＯ－またはＯＨである、請求項１から５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ２Ｃが置換されていてもよいＣ１～６アルコキシである、請求項１から５のいずれか
に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ２Ｃが下記構造式で示される、請求項１から５のいずれかに記載の化合物。
【化６】

【請求項９】
　Ｒ２Ｃが下記構造式で示される、請求項１から５のいずれかに記載の化合物。
【化７】

【請求項１０】
　前記Ｎ－結合アミノ酸が、アラニン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、グ
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ルタミン酸、グルタミン、グリシン、プロリン、セリン、チロシン、アルギニン、ヒスチ
ジン、イソロイシン、ロイシン、リシン、メチオニン、フェニルアラニン、トレオニン、
トリプトファン、およびバリンからなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　前記Ｎ－結合アミノ酸エステルが、下記構造式で示される、請求項１に記載の化合物：
【化８】

式中、
　Ｒ１９Ｃは、水素、置換されていてもよいＣ１～６－アルキル、置換されていてもよい
Ｃ３～６シクロアルキル、置換されていてもよいアリール、置換されていてもよいアリー
ル（Ｃ１～６アルキル）および置換されていてもよいハロアルキルからなる群より選択さ
れ；
　Ｒ２０Ｃは、水素、置換されていてもよいＣ１～６アルキル、置換されていてもよいＣ

１～６ハロアルキル、置換されていてもよいＣ３～６シクロアルキル、置換されていても
よいＣ６アリール、置換されていてもよいＣ１０アリールおよび置換されていてもよいア
リール（Ｃ１～６アルキル）からなる群より選択され；
　Ｒ２１Ｃは、水素または置換されていてもよいＣ１～４－アルキルであり；あるいはＲ
２０ＣおよびＲ２１Ｃは一緒になって、置換されていてもよいＣ３～６シクロアルキルを
形成する。
【請求項１２】
　前記Ｏ－結合アミノ酸が、アラニン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、グ
ルタミン酸、グルタミン、グリシン、プロリン、セリン、チロシン、アルギニン、ヒスチ
ジン、イソロイシン、ロイシン、リシン、メチオニン、フェニルアラニン、トレオニン、
トリプトファン、バリン、オルニチン、ハイプシン、２－アミノイソ酪酸、デヒドロアラ
ニン、γ－アミノ酪酸、シトルリン、β－アラニン、α－エチル－グリシン、α－プロピ
ル－グリシン、およびノルロイシンからなる群から選択される、請求項１に記載の化合物
。
【請求項１３】
　式（ＩＩＩ）が下記構造を有し、
【化９】

　各Ｒ７Ｃおよび各Ｒ８Ｃが独立して水素またはハロゲンである、請求項１から１２のい
ずれかに記載の化合物。
【請求項１４】
　式（ＩＩＩ）が下記構造を有し、
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【化１０】

　各Ｒ７Ｃが非存在であり、各Ｒ８Ｃが独立して水素またはハロゲンである、請求項１か
ら１２のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　両方のＢＣが水素である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　一方のＢＣがハロゲンであり、もう一方のＢＣが水素である、請求項１４に記載の化合
物。
【請求項１７】
　両方のＢＣがハロゲンである、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｂ１Ｃが下記構造からなる群より選択される、請求項１から１７のいずれかに記載の化
合物：

【化１１】

式中、
　ＲＡＣ２が、水素、ハロゲンおよびＮＨＲＪＣ２からなる群より選択され、ＲＪＣ２が
、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＫＣ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＬＣ２からなる群より選択され；
　ＲＢＣ２が、ハロゲンまたはＮＨＲＷＣ２であり、ＲＷＣ２が、水素、置換されていて
もよいＣ１～６アルキル、置換されていてもよいＣ２～６アルケニル、置換されていても
よいＣ３～８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＭＣ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＮＣ２から
なる群より選択され；
　ＲＣＣ２が、水素またはＮＨＲＯＣ２であり、ＲＯＣ２が、水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＰＣ

２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＱＣ２からなる群より選択され；
　ＲＤＣ２が、水素、ハロゲン、置換されていてもよいＣ１～６アルキル、置換されてい
てもよいＣ２～６アルケニルおよび置換されていてもよいＣ２～６アルキニルからなる群
より選択され；
　ＲＥＣ２が、水素、ヒドロキシ、置換されていてもよいＣ１～６アルキル、置換されて
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いてもよいＣ３～８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＲＣ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＳＣ

２からなる群より選択され；
　ＲＦＣ２が、水素、ハロゲン、置換されていてもよいＣ１～６アルキル、置換されてい
てもよいＣ２～６アルケニルおよび置換されていてもよいＣ２～６アルキニルからなる群
より選択され；
　Ｙ２ＣおよびＹ３Ｃは独立して、ＮまたはＣＲＩＣ２であり、ＲＩＣ２が、水素、ハロ
ゲン、置換されていてもよいＣ１～６－アルキル、置換されていてもよいＣ２～６－アル
ケニルおよび置換されていてもよいＣ２～６－アルキニルからなる群より選択され；
　ＲＧＣ２が、置換されていてもよいＣ１～６アルキルであり；
　ＲＨＣ２が、水素またはＮＨＲＴＣ２であり、ＲＴＣ２は独立して、水素、－Ｃ（＝Ｏ
）ＲＵＣ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＶＣ２からなる群より選択され；
　ＲＫＣ２、ＲＬＣ２、ＲＭＣ２、ＲＮＣ２、ＲＰＣ２、ＲＱＣ２、ＲＲＣ２、ＲＳＣ２

、ＲＵＣ２およびＲＶＣ２は独立して、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～

６アルキニル、Ｃ３～６シクロアルキル、Ｃ３～６シクロアルケニル、Ｃ６～１０アリー
ル、ヘテロアリール、ヘテロアリシクリル、アリール（Ｃ１～６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～６アルキル）およびヘテロアリシクリル（Ｃ１～６アルキル）からなる群よ
り選択される。
【請求項１９】
　式（ＩＩＩ）の化合物が、下記からなる群より選択される化合物またはその医薬的に許
容される塩である、請求項１に記載の化合物。
【化１２】
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【請求項２０】
　式（ＩＩＩ）の化合物が、下記からなる群より選択される化合物またはその医薬的に許
容される塩である、請求項１に記載の化合物。

【化１３】

【請求項２１】
　有効量の請求項１から２０のいずれかに記載の化合物またはその医薬的に許容される塩
、および医薬的に許容される担体、希釈剤、賦形剤またはその組み合わせを含む医薬組成
物。
【請求項２２】
　パラミクソウイルスによるウイルス感染症およびオルソミクソウイルスによるウイルス
感染症から選択されるウイルス感染症を改善または処置するための、請求項２１に記載の
医薬組成物。
【請求項２３】
　パラミクソウイルスおよびオルソミクソウイルスから選択されるウイルスの複製を阻害
するための、請求項２１に記載の医薬組成物。
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